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ればならない。Cook（2001）は、L 1 習得とL 2 習
得の習得方法の違いに着目し、L 1 の知識を有す






を 1 ~ 2 とすると、日本語と英語の距離は10であ





















G 1 200~300点未満 21名
G 2 300~350点前後 26名
G 3 350~400点前後 35名
a　英語のみで行われた授業の理解度
約90%以上 約70~80% 約50~60% 約50%以下
G 1 4 % 33% 47% 16%
G 2 4 % 38% 42% 16%
G 3 0 % 65% 42% 10%








のはG 3 が最も多く、およそ 4 人に 1 名は英語の






　G 1 、G 2 では 8 割以上の学生が日本語の補助を
必要とし、G 3 でも 7 割以上の学生が必要と感じ
ている。
授業内での希望する英語の割合
100% 80% 60% 約50%以下
G 1 19% 10% 29% 29%
G 2 15% 27% 35% 27%
G 3 26% 48% 17% 9 %
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